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「指しゃぶり」をすると、歯並びが悪くなるのか？
城里町歯科医師会

■ 「指しゃぶり」は成長の証

■ 焦らず、見守ることも大切

　指しゃぶりは、赤ちゃんがお母さんのお腹の中
に居るときから始まっています。赤ちゃんは、生
まれてすぐに母乳を飲まなければなりません。そ
のための練習として、胎生14週ごろから口に手を
持っていく行動が見られ、徐々に指を吸いながら
羊水を飲み込むと言われています。
　生後２～４か月では、口のそばにある指や物を
とらえて、無意識に吸うようになります。生後５
か月ごろになると、いろいろなものをしゃぶるよ
うになり、形や味、性状を学習するために何でも
口に持っていきます。これらは、形状を確かめる
うえで大切なことです。
　つかまり立ちや伝え歩き、１人立ちや歩き始め
をするころには、指しゃぶりをしているとこれら
の動作ができないため、自然と減る傾向がありま
す。１歳半ごろになると、おもちゃで遊んだり、
人形を抱っこして遊ぶようになるので、昼間の指
しゃぶりは減り、退屈な時や眠い時だけ見られる
ようになります。
　さらに、３歳以降では母子分離ができるように
なり、子どもが家庭から外へ出て遊ぶようになる
と指しゃぶりは自然と減り、通常は５歳を過ぎる
とほとんどしなくなります。そのため小児科医は、
指しゃぶりは子どもの生活環境や心理状態を重視

して、無理に止めさせないという意見が多くあり
ます。しかし、歯科医にしてみると、指しゃぶり
は歯並びや噛み合わせへの影響とともに、前歯に
隙間が出来たり、発音や飲み込むことへの影響が
考えられます。

　３歳以下の場合、指しゃぶりは心が落ち着く動
作であるため、安心してそのままにしてください。
それと同時に、子どもの生活リズムを整え、外遊
びや運動をさせてエネルギーを充分に発散させた
り、手や口を使う機会を増やすように努力した方
が良いと考えられます。
　最も指しゃぶりが止められないのは、寝るとき
です。寝付くまでの間は子どもの手を握ったり、
絵本を読んであげるなど、子どもを安心させるよ
うにしてスキンシップを図ることも方法のひとつ
です。
　以上のことから、指しゃぶりは悪いことではな
く、成長に伴い自然と無くなっていきます。ただ
し、赤ちゃんに悪影響が出てしまう
かもしれませんので、注意が必要で
す。他のことに興味を向けさせるな
ど、のんびりとした気持ちで見守る
ことも大切です。

問合せ  まちづくり戦略課
　　　  ☎029－288－3111（内線227）

　城里町地域おこし協力隊の連載、11月号
は後藤啓介が担当します！
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